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京都女子大学の 14年聞を振り返って

新保慎一郎

Shinichiro Shimbo 

1.はじめに

明年， 2005年3月に京都女子大食物栄養学科での

14年間の生活が終わることになった。この度，山本

尚三教授から食物学会誌への寄稿を奨められたのを

機会に，本学に着任後に行った栄養調査と，カドミ

ウム曝露の研究成果を簡単にまとめ，お世話になっ

た先生方，共同研究者，学生諸君，大学へのお礼の

言葉にしたいと思う。

11.研究の端緒

急逝された白井朋包先生の後をうけ 1991年 4月

契約教授として着任した。短期大学で教えて欲しい

ということだったので，先任校の京都市立看護短大

の延長線上の講義だけと勝手に考えていて， I教育」

とともに「研究Jの存在までに気が回らなかった。

着任後，大学の卒業研究を分担するということで，

慌てて研究テーマを模索することになった。幸いに

も，環境庁による「環境汚染健康影響基礎調査班J

(代表京都大学医学部公衆衛生学池田正之教授)の調

査に参加することが可能となり，それが本学での研

究を進める端緒となった。

111.研究の経緯と方法

1991年-1994年:

調査班の研究目的は， 日本国内におけるカドミウ

ム汚染程度の確認と，一般住民の健康への影響につ

いてであった。主要汚染源である食事からのカドミ

ウム摂取量，血中濃度，尿中排世濃度などに基く人

体への負荷量の推定と健康調査である。 1977年から

1981年の調査に引き続き 1991年から第二次調査

短期大学部生活科学科教授

として前回と同じ地区を対象に調査がスタートし

た。京都大学(池田正之教授)，宮城教育大学(渡辺

孝男教授)，宮城大学(中塚晴夫教授)との共同研究

で，調査には本学と宮城教育大学の学生も参加し，

栄養と健康調査に大きな役割を果たしてくれた。

1993年以降は，国内調査と平行して東アジア諸国

での調査を開始して現在に至っている。

1995年-1997年:

1995年から池田教授の後を受けて，環境庁「重金

属等の健康影響に関する総合研究班」の「カドミウ

ムのパックグラウンド曝露についての研究」を担当

することになり， (財)飯島記念食品科学振興財団か

らの研究助成もあって，国内調査地を増やすことが

できた。

それとともに研究の主体を本学に移したため，収

集した食物等のカドミウムの測定機器の整備が急が

れ， 1995年藤原免子教授，謝名堂正信教授(現名誉

教授)のご尽力で，私大助成により誘導結合プラズ

マ質量分析装置 (ICP-MS)を導入できた。この装置

は京都大学についでの設置であったが，血中，尿中，

水中などのカドミウム測定精度を一段と高めること

ができ，膨大な試料測定を可能にした。 ICP-MSの

導入にご尽力頂いた両教授と大学当局に改めて深謝

しTこし、。

圏内の第二次調査では北海道から沖縄県までの

30余カ所で調査を行った。 1日陰膳食物収集法によ

りカドミウムの食事からの摂取量を調査した。収集

した食物を一括して大型ブレンダーで磨砕しその一

部を測定用に凍結保存するとともに， 日常使用する

飲料水，精白米，雑穀なども同時に収集した。また，

収集した食事検体はあらかじめ食品ごとに分別秤量

記録して献立表を作成し，栄養素摂取量調査の資料

とした。健康調査には問診，身体計測，血圧測定と
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血液・尿の臨床検査診断を行ったが，血液・尿の一

部は重金属分析用にも分け凍結保存した。

1998年-2000年:

1997年までに陰膳食物収集による圏内調査を終

えたが，引き続き 1998年から「日本人のカドミウ

ムの環境負荷量」について調査を開始した。日本人

のカドミウム曝露が主として米飯由来であるとの調

査成果に基き，主食の米類や穀類製品を収集して負

荷量を検討した。精白米のカドミウム濃度には生産

地による差があるため， 日本国内の県庁所在地とこ

れに準じる都市一般住民を対象にして，流通してい

る精白米，麦等の穀類とその製品である米飯，パン，

うどんなどを直接または間接に収集して調査した。

2001年-2004年:

「カドミウム低濃度曝露による腎影響に関する研

究」をテーマに調査を継続した。 Jカドミウム大量負

荷によって腎尿細管機能を障害することが知られて

いる。現在の一般住民の負荷量で腎障害をきたすか

否かについて， 日本各地の検診センターの協力を得

て尿約 1万検体を収集し カドミウムによる腎障害

を検討した。

その他:

カドミウム曝露量の調査研究の他に， ICP-MS導

入で研究領域が広がった。収集した食事試料をもと

に鉛汚染の解明，セレン，鉄，カルシウム等無機質

の測定に多くの成果が得られた。これらの研究は，

1996年から 2000年まで共同研究者 (1999年"-'2000

年日本学術振興会外国人特別研究員)として招鴨し

た張作文先生(現中国科学院)に負うところが大き

他に日本人のスズ、摂取量についての研究を現在継

続中である。

IV.研究の成果

1.栄養調査成績

1 )圏内調査

第一次調査地の栄養・健康についての成績はほと

んど未整理の状態であったので，資料整理に学生も

参加して，第二次調査成績とともに卒業研究に使用

する許可を得た。すべての資料が京都大学に集積し

ていたので，学生ともども 1995年まで京大で研究

室を借用した。圏内の栄養調査成績は学生に負うと

ころが大きいので，卒業研究の項でまとめた。

2)卒業研究

1991年から 2000年にかけての調査地区と学生参

加を表1に示した。また，今年度までの卒業研究の
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テーマ，本誌にまとめた成果，共著論文を表2に示

しTこ。

卒業研究は学生の自主性を尊重して研究題目は自

己申告とした。はじめて担当した学生は栄養素摂取

量や食塩摂取量などの解析に関心があった。摂取栄

養素の推定には「四訂日本食品標準成分表」を用い

て計算したが，第二次調査では日本人の食生活が輸

入食品の増加などで，多様な食品摂取がみられるよ

うになっていた。成分表に未収載食品の取り扱いに

ついて代替食品に読み替えるか，中国，台湾，韓国，

東南アジア諸国の食品成分表を探すなどの苦労など

があった。その後，四訂成分表の補遺として発表さ

れていた「食物繊維j，I無機質j，I脂溶性成分j，Iア

ミノ酸」の各成分表についても，食品の収載数が栄

養計算に供し得るかが問題となり，その後の数年は

計算値の信頼性に関心が集まった。

卒業研究の成果は本誌に投稿するよう務めたが，

さらに成績を検討，整理して幾つかの論文にまとめ

ることができた。最初の論文は， 日本人の食塩摂取

量は北海道から沖縄県へと減少する北高南低であ

り，食品群別にみて味噌，醤油，漬物の順で上位を

占めることなどを報告した1)。また， 1980年代(第

一次)と 1990年代(第二次)の栄養摂取量と摂取

食品数の関係の検討から，エネルギー，タンパク質，

VB1摂取量は食品数増加とよく相関したが，鉄，カ

ルシウムなどは 1日30食品以上摂取者で充足者が

多いことを報告した2)。さらに，米どころ宮城県と

食習慣の異なる沖縄県住民の比較から，宮城県では

近年米飯摂取量が著明に低下し，沖縄県では低下程

度が著明でないこと， 日本人のタンパク質摂取は現

在なお穀類に依存する傾向が大であることが明らか

にできた3)。続いて国内の都市聞における栄養格差

の消失6)，カルシウム摂取量4)，鉄摂取量的，食塩摂

取量の変遷9)などを報告した。さらに， 日本人食物

繊維摂取源は野菜類，穀類，果物，豆類の順である

こと， 1980年代の成人女性の摂取量が 1990年代に

は減少したことなどを報告した7)。また， 日本食品

無機質成分表の検討では，市販の微量元素含量表と

の比較を行ったが，ともに食品の補足率が59%と54

%であり，使用に問題点が大きいことを指摘した5)。

無機質の計算値と実測値の比較から，調査成績の信

頼性についても検討発表することができたが10)，

ICP-MSの導入によって食事検体中の無機質の測定

を行い， 日本のみならず中国，韓国の計算値と実測

値を比較して，表計算の信頼度についても報告し

Tこ11，12)。
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表 1 国内，国外調査地

調査年 圏内調査地 参加学生国外調査地

(*人数)

1991年 仙台市(南光台，秋保)

山口県(徳地町)

1992年 宮城県(桃生町，河南町)

沖縄市(美里)

沖縄県(宮古郡下地町)

北海道(豊浦町，虻田町) *** 

1993年 新潟県(白根市) ** 

東京都江東区(深川，城東) ** 

京都市東山区 **** 

高知県(芸西村)

福岡県(津屋崎町) ** 

1994年 富山市

島根県(斐川町) **** 
近江八幡市 **** 
鹿児島県(笠利町) **** 

福島県(塩川町)

1995年 金沢市

鹿児島県(姶良町，吹上町) **** 

愛知県(津具村) **** 

群馬県(尾島町) **** 

石垣市 **** 

北海道(大樹町) **** 

1996年 松任市 **** 

松山市 **** 

京都女子大学 **** 

1997年 むつ市

石巻市

宮城県(唐桑町)

長野県(山形村，朝日村) **** 

京都女子大学 **** 

宮城教育大学

1998年 穀類調査

1999年 京都女子大学 **** 

穀類調査

2000年 穀類調査

2001年 腎機能調査

2002年 腎機能調査

2003年 腎機能調査

2004年

国内調査の最後は， 1996年から 1998年に京都市

の研究助成をうけ， I若年女性の栄養素摂取量」を

テーマに，本学と宮城教育大学で陰膳食物収集によ

る栄養調査と健康調査を行った 13，14)。しかしその

00) :栄養関連論文

China 19) 

Beijing 

Korea 17) 

seoul Pusan 
Chunan Haman 

China 19) Taiwan 18) 

Shanghai Tainan 
China 19) Malaysia 16) 

Nanning Kuala Lumpur 

China 20，21) 

Jinan 
Zhangqiu 

Philippines 22) 
China 23) Manila 
Xi'an 

Gongzhang 
Bamiao 

Thailand 24) 

Bangkok 
China 25) 

Changchun 
Dehui 
China Korea 28，29) 

Changsha Jeju 
Weping 

後の学生の関心は， これまで集積してきた資料から

離れて，健康・栄養に関連したアンケート調査に向

かった。学生が折角勉強して得た成績は適切な形に

まとめて残したいと思いながら，不本意にも現在ま
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表2 卒業論文題目と発表論文

(本誌発表成果) (関係論文)

平成4年度

今井美子 日本人の食塩摂取量

河村佐規子 穀類による熱量摂取量の 10年間における変遷 3) 
木村恵子 一日食品摂取数に関する栄養学的評価 47，19-25 (1992) 2) 

保本美保子 食事からのカドミウムおよび鉛摂取量 48， 1ー7，8-16(1993) 31) 
山本久美子 蛋白摂取量について

平成5年度

池田康子 脂肪摂取量について

猪口 尚子 食物繊維摂取量について 49，4ι52 (1994) 4) 
後藤智美 カルシウム摂取量について 8) 
富永直美 食事中からの鉄摂取量について 49， 35-43 (1994) 8) 
横田美菜子 食塩摂取量の 10年間の変遷 9) 

平成6年度

斉藤崇子 食品群からみた食塩摂取量について 50， 20-27 (1995) 9) 
嶋崎久美 「日本食品脂溶性成分表の有用性について」 50， 28-36 (1995) 
清水彩子 「改訂日本食品アミノ酸組成表jの有用性について

甫喜本早由 食事からのミネラル摂取量について ICP-AES 53，25ー30(1998) 10) 

平成7年度
瀬安希子 食事からの無機質摂取量について 51， 23-32 (1996) 5) 
村上美香 同上 53， 25-30 (1998) 10) 
畑井郁乃 日本人の食生活の変遷

東川佳絵 日本人の食物繊維摂取量について 51， 13-21 (1996) 7) 

平成8年度

江口 真純 食事からのカドミウムおよび鉛摂取量 37) 
越智陛子 食事からのミネラル摂取量一ICP-MS- 52， 25-32 (1997) 
松田綾子 日本人の三食別栄養摂取量

渡辺千春 北海道，沖縄住民における身体計測と栄養評価

平成9年度

井上和佳子 陰膳方式食物収集による日本人の三食別栄養摂取量

川本佳奈 京都女子大生を対象とした栄養調査

寺本夕美子 身体状況と栄養摂取状況 54，21-30 (1999) 
三宅紀美子 日本・韓国・中国の食事からのミネラル摂取量 11， 12) 

平成10年度

伊藤友紀 京都女子大生を対象とした栄養調査

浦田智子 向上

辻本みか 食事からのマグネシウム，亜鉛，銅摂取量について

中川千明 向上

平成11年度

加納 舞 女子大生を対象とした栄養調査

永野明香 日本人女性の食事からのカルシウム摂取量 55， 29-39 (2000) 
野瀬智子 食塩摂取量について

又川 綾 穀物摂取量の 10年間の変遷

平成12年度

岩城志織 陰膳食物収集による日本人のたんぱく質摂取量について

杉田有美 京都市在住の老人女性の食生活

中山真希 向上

中辻 恵 京都女子大生の食生活状況調査 寮生について一

平成13年度

久保牧子 五訂日本食品標準成分表と四訂日本食品標準成分表の比較
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栗原ひとみ

漬高郁恵

穂坂恵梨

大学生の食事からの鉄及びカルシウム摂取量について

向上

女子大生の体型・食事に対する意識調査

セレン・クロムについて

平成14年度

伊藤亜希子

市岡玲子

平井理陽子

加藤弘美

小学四年生を対象とした食生活アンケート調査

日本人の食事からのカドミウム摂取量

女子大生を対象とした栄養調査

平成15年度
岩津ゆり

大桑万里子

竹内 優

斉藤ゆき

佐藤祐美子

森亜希子

女子大生の食生活・健康調査一夜型生活と非夜型生活の比較一

日本・韓国・中国の鉄摂取量について

同上

京都女子大生の食生活状況の調査(鉄摂取について)

日本人の穀類摂取量の変遷

若年女性の摂食に対する意識調査

平成16年度
井上仁恵

竹林薫美

女子学生の喫煙とライフスタイルについて

中高年者の食生活習慣と肥満の関係

長山真巳

柳沢味和

陰膳方式食物収集による日本人の栄養調査一血圧とミネラル摂取量について一

女子大生のサプリメント摂取状況

で放置した状態が続いている。

栄養に関する国内調査成績のまとめは，五訂日本

食品標準成分表の発刊もあり， 94年卒の松田(猪

口)， 96年卒の荒井(東JlI)によって整理され報告

した13，15)。

3)東アジア地域の栄養調査

1993年から国内調査と平行して，池田教授，渡辺

教授，中塚教授とともに東アジアの重金属汚染調査

に参加し栄養と健康調査を担当した。調査地と栄養

関係の報告を国内調査地とともに表lに示した。各

地域の栄養素摂取量について貴重な成績を報告する

ことができた。

韓国では植物性食品が料理のベースであること，

20歳代は日本同様エネルギー摂取量，たんぱく質，

鉄摂取量が少ない1η。台湾女性では脂肪エネルギ-

30%以上の者が60%を占めた18)。中国北京住民のた

んぱく質摂取が動物性食品への依存度が高いのに，

上海，南寧では植物性たんぱく質摂取が多い19)。済

南市住民に比べ農村では脂質摂取量が少なく，エネ

ルギー摂取は糖質依存である 20)。山東省都市農村と

もに主食は小麦製品であった21)。西安市の主食は米

飯であり，動物性食品依存度が高かったが，農村は

粟，玉萄黍と植物性食品の頻度が高い23)。長春市民

は農村に比べ各栄養素摂取量とともに，動物性食品

摂取が多い25)。クアラルンプール市の女性はミネラ

ル， ビタミン不足傾向と植物性脂質の摂取が多く，

そのエネルギー比は 28%である 16)。マユラ市では

RDAを充たし，主食は米飯でたんぱく源は肉類であ

る22)。パンコック市で、はたんぱく質， ミネラル摂取

不足が指摘される 24)。

健康調査の一環として，これらの国ではB型肝炎

感染者が多いことが知られていて， c型肝炎ととも
に感染の疫学調査成績をそれぞれ報告することがで

きた。(論文省略)

2. カドミウム汚染調査

1)圏内調査

1991年から始まった第二次調査の成績では，カド

ミウム摂取量，血中濃度は世界的にみても依然とし

て高水準にあるが，食事からの 1日摂取量と血中濃

度は，第一次調査に比べ男女ともに低下してい

た30，31)。主摂取源となる精白米中の濃度1については，

1995年までに17ヵ国から収集した精白米1，546検体

のカドミウム含量は， 日本がアジアでは最高値を示

し， 1980年代でも低下は見られなかった33)。圏内の

調査においても精白米，米飯を収集して全摂取量へ

の関わりを調査した。曝露量の低下原因として米飯

摂取量の減少によることが明らかとなったが，調査

対象者の大部分は農家で 自家産米の消費地でもあ

り，米の消費量による差異もみられたため，地区間

の差が大きかった34尻 42)。

あらためて日本国内に流通する精白米中カドミウ

ム含量を，都市部に生活する一般住民を対象に調査
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した。精白米 1198検体では平均 50ng/gの成績で，

同時に集めた米飯 1214検体の平均は 22.4ng/gあっ

た。北陸地方の都市が高値であり，これまでの食事

からの摂取量調査と同じ傾向がみられ，産米の流通

差によることを明らかにした44)。

カドミウム汚染地域では，大量曝露により腎尿細

管障害を発病する。調査をはじめた時から，非汚染

地住民の曝露量で腎障害が生じるかについて，健康

調査成績と傷害度を示す α1・MG，sz・MG，NAG， RBP 

などを指標に調査した。その成績から調査した地区

では腎障害は起きていないと結論した32，36)。

2001年から「カドミウム低濃度曝露による腎影響

に関する研究」をとりあげ，全国から 1482検体の

尿試料を収集して，あらためて調査した。カドミウ

ム曝露量の指標に尿中カドミウム排世量を38.42)，腎

障害度の指標には尿中クレアチニン，比重， α1・MG，

s2-MG， NAG， RBP，さらにMg，Zn， Cu， Fe，フェ

リチン排世量，加齢による変化などと多角的に検討

した。その成績からも腎障害はみられないと判断し

たが必)，なお検体の集積をまって解析を継続中であ

る。

カドミウムとともに食事からの鉛摂取についても

報告したが31，34尻 38.41)，日本の曝露量は他の国に比べ

て極めて低値で，有鉛ガソリンの規制による成果と

推論した。

2)国外調査

1993年から米を主食とする東アジアの都市と農

村で日本の調査に準じて調査を行ない， 日本の成績

と比較した。表1では栄養関係の論文を提示し，カ

ドミウムの個々の成績は省略したが，いずれの国も

食事からのカドミウム摂取量，血中濃度，尿中排世

量，精白米中濃度は日本より低値であった。逆に鉛

はいずれの指標とも日本に比べ高値であった。

3)その他

食物からの無機質摂取量についても国内外の試料

で検討してきた10，11，12，35)。

2001年からスズ摂取量について検討している。

以上，国内外の栄養調査研究の概要を中心に，環

境庁(省)委託のカドミウム汚染研究関係について

簡単に述べた。これらの研究は個人の努力では成し

得ないものであって，その成果は両調査に携わった

すべての共同研究者に負うところが大ある。
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